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１ 【有価証券届出書の訂正届出書の提出理由】

当社は、2023年８月９日付で第64期第１四半期報告書を近畿財務局長に提出いたしました。これに伴い、2023年７

月27日に提出した有価証券届出書について、その記載事項の一部に訂正すべき事項が生じたため、有価証券届出書の

訂正届出書を提出するものであります。

 

２ 【訂正事項】

第三部　追完情報

第四部　組込情報

 

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

 

第三部 【追完情報】

 

(訂正前)

第１　事業等のリスクについて

後記「第四部　組込情報」に記載の第63期有価証券報告書及び有価証券報告書の訂正報告書の提出日以後本有価証

券届出書提出日(2023年７月27日)までの間において、当該有価証券報告書に記載された「事業等のリスク」について

生じた変更その他の事由はありません。

また、当該有価証券報告書には将来に関する事項が記載されておりますが、当該事項は本有価証券届出書提出日

(2023年７月27日)現在においてもその判断に変更はなく、また新たに記載する将来に関する事項もありません。

 
第２　臨時報告書の提出

後記「第四部　組込情報」に記載の第63期有価証券報告書及び有価証券報告書の訂正報告書の提出日以後本有価証

券届出書提出日(2023年７月27日)までの間において、以下の臨時報告書を2023年７月５日に近畿財務局長に提出して

おります。

 
＜中略＞

 
第３　最近の業績の概要について

2023年7月27日開催の取締役会において決議された第64期第１四半期連結累計期間(自　2023年４月１日　至　2023

年６月30日)の四半期連結財務諸表は以下のとおりであります。ただし、この四半期連結財務諸表は金融商品取引法第

193条の２第１項の規定に基づく監査法人の四半期レビューを終了していないため、四半期レビュー報告書は受領して

おりません。
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四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
           (単位：百万円)
          

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 26,627 28,744

  受取手形、売掛金及び契約資産 20,883 17,945

  棚卸資産 14,548 17,096

  その他 3,339 2,020

  貸倒引当金 △8 △8

  流動資産合計 65,389 65,799

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 8,935 8,798

   機械装置及び運搬具（純額） 6,843 6,571

   土地 5,084 5,084

   建設仮勘定 188 297

   その他（純額） 944 969

   有形固定資産合計 21,996 21,721

  無形固定資産 541 527

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,798 2,469

   繰延税金資産 4,223 4,160

   その他 432 446

   貸倒引当金 △4 △4

   投資その他の資産合計 7,449 7,071

  固定資産合計 29,987 29,320

 資産合計 95,377 95,119

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 8,179 8,810

  電子記録債務 7,259 7,588

  短期借入金 4,461 6,017

  リース債務 157 134

  未払法人税等 526 159

  賞与引当金 790 269

  役員賞与引当金 56 16

  未払費用 5,490 4,890

  その他 3,665 4,769

  流動負債合計 30,586 32,656
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           (単位：百万円)
          

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

 固定負債   

  長期借入金 8,800 6,953

  リース債務 183 164

  役員退職慰労引当金 46 34

  退職給付に係る負債 7,394 7,330

  資産除去債務 195 196

  その他 2,446 2,447

  固定負債合計 19,066 17,127

 負債合計 49,652 49,783

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,434 2,434

  資本剰余金 2,175 2,175

  利益剰余金 40,865 40,448

  自己株式 △130 △130

  株主資本合計 45,344 44,928

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 344 347

  繰延ヘッジ損益 △27 △194

  為替換算調整勘定 284 377

  退職給付に係る調整累計額 △267 △167

  その他の包括利益累計額合計 333 362

 非支配株主持分 45 45

 純資産合計 45,724 45,336

負債純資産合計 95,377 95,119
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

           (単位：百万円)
          前第１四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

売上高 14,078 17,626

売上原価 10,862 14,387

売上総利益 3,216 3,239

販売費及び一般管理費   

 販売費 2,174 2,065

 一般管理費 605 723

 販売費及び一般管理費合計 2,779 2,789

営業利益 436 450

営業外収益   

 受取利息 1 2

 受取配当金 15 23

 持分法による投資利益 17 40

 為替差益 88 132

 業務受託料 26 11

 貸倒引当金戻入額 0 0

 雑収入 11 26

 営業外収益合計 161 237

営業外費用   

 支払利息 22 20

 雑損失 5 7

 営業外費用合計 28 28

経常利益 570 659

特別利益   

 固定資産売却益 0 2

 補助金収入 111 ―

 投資有価証券売却益 ― 86

 特別利益合計 111 88

特別損失   

 固定資産廃棄損 1 3

 特別損失合計 1 3

税金等調整前四半期利益 679 745

法人税、住民税及び事業税 104 194

法人税等調整額 97 83

法人税等合計 202 278

四半期純利益 477 467

非支配株主に帰属する四半期純利益 1 △0

親会社株主に帰属する四半期純利益 475 467
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

           (単位：百万円)
          前第１四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年６月30日)

四半期純利益 477 467

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 12 2

 繰延ヘッジ損益 △13 △166

 為替換算調整勘定 74 39

 退職給付に係る調整額 26 99

 持分法適用会社に対する持分相当額 81 54

 その他の包括利益合計 179 28

四半期包括利益 657 495

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 655 496

 非支配株主に係る四半期包括利益 1 △0
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

 
(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

当第１四半期連結累計期間(自　2023年４月１日　至　2023年６月30日)

該当事項はありません。

 
(セグメント情報等)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 
前第１四半期連結累計期間(自　2022年４月１日　至　2022年６月30日) (単位：百万円)

 
報告セグメント

その他
(注)①

合計
調整額
(注)②

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)③

舶用機関
関連

陸用機関
関連

計

売上高        

外部顧客への
売上高

12,256 804 13,060 1,018 14,078 ― 14,078

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 12,256 804 13,060 1,018 14,078 ― 14,078

セグメント利益又
は損失(△)

1,204 △286 918 123 1,041 △605 436
 

(注)①「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機器関連事業、不動産賃貸関連事

業、売電関連事業及び精密部品関連事業を含んでおります。

②セグメント利益又は損失の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

③セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 
当第１四半期連結累計期間(自　2023年４月１日　至　2023年６月30日) (単位：百万円)

 
報告セグメント

その他
(注)①

合計
調整額
(注)②

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)③

舶用機関
関連

陸用機関
関連

計

売上高        

外部顧客への
売上高

15,650 1,124 16,775 851 17,626 ― 17,626

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 15,650 1,124 16,775 851 17,626 ― 17,626

セグメント利益又
は損失(△)

1,084 29 1,113 59 1,173 △723 450
 

(注)①「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機器関連事業、不動産賃貸関連事

業、売電関連事業及び精密部品関連事業を含んでおります。

②セグメント利益又は損失の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

③セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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(訂正後)

第１　事業等のリスクについて

後記「第四部　組込情報」に記載の第63期有価証券報告書及び有価証券報告書の訂正報告書の提出日以後本有価証

券届出書の訂正届出書提出日(2023年８月９日)までの間において、当該有価証券報告書に記載された「事業等のリス

ク」について生じた変更その他の事由はありません。

また、当該有価証券報告書には将来に関する事項が記載されておりますが、当該事項は本有価証券届出書の訂正届

出書提出日(2023年８月９日)現在においてもその判断に変更はなく、また新たに記載する将来に関する事項もありま

せん。

 
第２　臨時報告書の提出

後記「第四部　組込情報」に記載の第63期有価証券報告書及び有価証券報告書の訂正報告書の提出日以後本有価証

券届出書の訂正届出書提出日(2023年８月９日)までの間において、以下の臨時報告書を2023年７月５日に近畿財務局

長に提出しております。

 
＜中略＞

 
「第３　最近の業績の概要について」の全文削除

 
第四部 【組込情報】

 

次に掲げる書類の写しを組み込んでおります。

(訂正前)

有価証券報告書
事業年度
(第63期)

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

2023年６月29日
近畿財務局長に提出

有価証券報告書の訂正報告書
事業年度
(第63期)

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

2023年６月30日
近畿財務局長に提出

 

 
なお、上記書類は、金融商品取引法第27条の30の２に規定する開示用電子情報処理組織(ＥＤＩＮＥＴ)を使用して提

出したデータを開示用電子情報処理組織による手続の特例等に関する留意事項について(電子開示手続等ガイドライン)

Ａ４－１に基づき本有価証券届出書の添付書類としております。

 

(訂正後)

有価証券報告書
事業年度
(第63期)

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

2023年６月29日
近畿財務局長に提出

有価証券報告書の訂正報告書
事業年度
(第63期)

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

2023年６月30日
近畿財務局長に提出

四半期報告書
事業年度
(第64期第１四半
期)

自　2023年４月１日
至　2023年６月30日

2023年８月９日
近畿財務局長に提出

 

 
なお、上記書類は、金融商品取引法第27条の30の２に規定する開示用電子情報処理組織(ＥＤＩＮＥＴ)を使用して提

出したデータを開示用電子情報処理組織による手続の特例等に関する留意事項について(電子開示手続等ガイドライン)

Ａ４－１に基づき本有価証券届出書の添付書類としております。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 
2023年８月９日

ダイハツディーゼル株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

　大阪事務所
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 笹   山   直   孝  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 三   戸   康   嗣  

 

 
監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているダイハツディー

ゼル株式会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2023年４月１日か

ら2023年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ダイハツディーゼル株式会社及び連結子会社の2022年６月30日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

EDINET提出書類

ダイハツディーゼル株式会社(E01477)

訂正有価証券届出書（組込方式）

 9/10



 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上
 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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